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編集後記 

仰木の里学区創立から はや１０年という歳月を数え、新しさ、みずみずしさ、すべての事柄がはじめてとい

う状況の中で、その重責を担った方々は たぶん はずんで きらめいて そしてひときわ大きく輝いて学区の発

展につくされたと思います。 タイトルはここから命名させて頂きました。 

１０年に亘る記録資料の収集には約２年を費やしましたが、ここに完成し、発行するに至りました。 

編集にあたって、昨今の傾向から、活字はできるだけひかえて、視覚によって身近に「わがまち」を認識し

て頂くために写真を多く掲載させて頂きました。また、写真以外のスペースはカラーのグラデーションやモザ

イクなどで充填し、ホットな気分に浸って頂き、いつでも手元で気軽にみて頂けるように構成いたしました。   

末永く、ご愛読頂きますようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、発刊に際しまして、大切な資料を提供して下さった各位に対しまして厚く御礼を申し

上げます。 
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上の半円は比叡山、下の半円は琵琶湖である。 

三つの家は｢仰｣の文字をデザインしたものであ

り、矢印は向上、飛躍を表し、軒を並べて協力し

あい発展しようとしている。 

        

 

 

仰木の里学区シンボルマークの紹介 

 

（ 50音順 ） 

協力 ： 仰木の里支所長・仰木の里公民館館長 芝田 豊 
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